












































































奥素 と冰素 との燃燵φ燿り.スペ久 ト・・とその化學反應機構
「,
● 一
一 ・紹 介.. .
一isii匕炭素:及び水素の陰趣驚 ….





















L.二三の畷 鹽あ皐鋤 の俄 曝 る分解㈹ ・2ホ 素瀲 用徽1二及ぼす氣軆の促遘㈱
㈹ ・.殳・酸機 灘 ≒鱒 ρ澱 飃}二靱 碍 即 囎 鯤 め鰓 ㈹ ・4..戴嘩 鱒 と
鰈 齠 ⇒㈹ ・..鞭鰺 モテン上の螺 瞰 着(.tai.U.9.9'.Zテン切 縣 瞰 樵 の
.二三の性質(49}」'.『%.r鐵に欝ずる水素の敢鐸係數(50)・凡 藤鑑對を用ふる溝鑼 計(so)・
9.鯲 ける.脚 夢z漉 輪 の齏 吸勸(51>1・:金風緇 し物 漸 嬾 散
・〔D蕀唖 ・・弘 鑞 τの嶽62>1堕 の不獺69>職 鑼 の騨 鍬































































































*gハ 物環化學研究曾 卜穩 ろ
木曾ハ撫理化學ノ理m及 感鴻.ヲ究明 ジ,併テ之が警及 ヲ助虚スルヲ以テロ的 トス
本曾ハ事業 トシテ雑誌ノ隔刀(偶轂月)刊行ヲ行.フ
本曾ハ賢助曾且及駅 照'員 ヲ以テ紐饗ス
本曾 碩 妨 ントスルモ・・吸 名.住 吭受鰕 建f銑 ヲ繊 ・上本創 解 所宛
申込マレタシ
本曾ハ亭務所7京 都帝同大學理羣部牝學敦室物魂化察部内晶置 ケ
賛助曾員ハ鰯版 團催 トシ賛助倉良'、曾喪一口年貳拾圓 トλ
購謹葭曾旦'、曾顕ヒ年參圓 トス
本曾翼行 ノ雑誌ハ「物理化學の進歩」}審シ下記内容 ヲ宥 スルモノトx
(一)原鰍 構 御 に 瑠 介叉 構 義・〔三】.蹶 及 ビ物靴 學燃 集
曾双ハ髀=:月 之ヲ融集ス・但J,途 中串込 ノ芻イトハ串込ノカ ヨリ之7納 入n
丿レ モ ノ ト ス























































































謬卜 氣 醜 力
壓 縮 カ
ボンプ外懸寸法







從來 ロー タ リー ボ ンプ にては到逹 不可 能 とされ て ゐ た
水銀 柱o・oooi粍の%rfを 得 る事 が出來 る弊 所獨 自
の新 製 品で あ ります。
(詳釦は型鰤 δ5號K籠載しτあります)



































































岩 波 書 居
嬾 齢田匪一ツ鰌=ノ 罠
丸 善 株 式 食 放 京 都 支 店
驪郢ヨ陣 願儀三餡賦嵒町



































































































































第 九 卷(昭 和+年 度)合 本







有機酸に佐るクロム酸の勲解析 〔懐酸 とクロム酸,酒右酸 とクロム酸
の暗黒反應並に光化學反慮の熟解祈〕
簸温に於ける昌ツケル觸喋に俵 るニチレン水業添加
城 野 和 三 郎
鑪 水 永 夫
紳 前 武 和





























































第 八 卷(昭 和 九 年 度)合 本





L物理化學 の進歩1下記册子不足 に付 き御返逶下 されば相當高 .
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購 讀 希 望 の 向.は邦 文 會 誌 の 方 は
束京市紳∫酊區表紳 保町三 東
同 京橋旺棋町三丁目三.北


















n.本 化 學 會 規 則 摘.要
笋 二 蹲 囎 は憾 の砂 及麟 及を邸 を以・臼.的け ・
箏 四 條 曾旦は化學に密接なる.關係を有する個人又は團孅たるへし(以下格)
・細則弟二燦 會員は下の資絡の一を備ふへし
一 化學若くは化學に密接の蘭係ある學科を修めうしば有盆なる研究論文を公にしたること




第 六 傑 λ曾を望輌者は會員三名の紹介を以τ學歴等を紀入し額る申込書を曾長に差幽すへし、其の.
・侮 町否は常艤會に於て之を決す
第十 五 條 常倉は會務報告及學衝講演馨の爲め四へ爾月を除き毎月之を閣く(以下略).望満
薩 貨…十 七 傑 年會は(中略)・毎年四丿亅之を開く(以下略)
㌔ 第二十二絛 本會は毎月}囘日本化學曾誌を憂宥す、日本化攣會誌は之を邦文及歐文の二種に分っ
1緒 鰤 計 六va饒 電こは轍 磯 碁紘 騰 ・燬 瀧 瓣 卿 を設くPt・LrkatfM:は徹 姓 とす
し 憎、 第二十三條 倉誌は會員に配布し且學術普及の 目的を以τ之を僉責す
,"鑄=:十 四條 曾費は一箇年金籀画とす
1し 第二十六嫌 曾費はλ曾認可の月よb.納trへし
疑 贓 ㈱ 繋 縱 黶稟さ碁鍛 纖 驪 轡 月ま嘲を臨+
j・
鯵 》 細則第三十内燦 λ曾者の會喪は其際月割を以て該期分を微集す
k..P一.i～ 一 一
!謝 窕隲 織 欝とき鞴 　 　 鬮り
勘報 ・ 一..、,・ 』'.-・ 馳









































































































































昌咄差醜昌起ル試料 ノ分析 ノ鑰 昌
戚 明書遶呈冫
蕎 廨 離 合 融
理 化 學 器 械 製作 株 式 會 瓧.
木 杜 東 京 市 稗 剛麻 鍛冶町一!二(太洋ピ丿セ)
電話紳田(25)213t-2137.騨昌0914.1$ii1513






















































圭 筆 工學博士 喜 ・多 源 逸
化 學






























工攣博士 杉 木 俊 三
理畢博士 岡 田 要
工昂博士 堀 尾 正 雄
工學博士 小 田 頁 干





















































































































熱電 氣 式 高 温 度 計









察 都 市 下 長 者 町 掴 川 柬





















獨 邁 イ ・メ ル クone製 品
獨 邁 グ リ3ベ ル 製 色 素 類


















化 學 用 藥.品
11y,_,顕微 鏡 色 素
辭 冨禦都』_一
薬 州 師 申 村 宗 三 郎
京 都 市 中 京 區 二 條 烏 丸 束:入
電 話 ・上 ③2248番
振 孝萎。大 阪27757番




































































「 『 一　　 .一　 }'　 .
〔:御 入會 を勸む:i内轟 本
畏奚日本化學研究會編 主幹 理輔 士 眞 島 、劉 行
」L
第2集 第10卷 第1號 昭和11年珊發行(月刊)
本 邦最 新 の化學 的研 究 の:交献
一般化學 ・物理化學 ・無機化學
有機化學 ・・生化學 ・農化 ・應用化學其他 に關す る
纖吝日本化學總覽 鰹
會 費(1ケ 年分)(2回 に分納し得)
甲 種(索引及欟 布)金9圓54錢 〔各化學餓 及靴 金7圓80錢 〕




日 本 化 學 總 覧
第 一 卷(明 治10一明治33年)
第 三 卷(明 治42一大iE2年〉
第五 鬆(大llコー10年)以 上 各卷索 引共500-600頁定PtY12・50塗料¥・45
日 本 化 學 綛 覧
第 一 卷(昭 和2年)
第 四 卷(昭 和5年冫
1轟 議 撰灘 講 雑 蝋 料澗 、第二繊,定價Y臨
{ 　襞哭日本化學研究會 雛騰篭鑷温飜
刊 出 版 物
第 一 集(明 泊大LE年閻の化學的夊献集簸)
第 二 卷(明 治34一明治41年)
第 四 巻 伏 正3一 大正is年)
第 二 集(昭 和以後に於る化學的丈獻葉線)
第:=卷(昭 和3年)第 三 卷(昭 和44卜)

































ニ ヒ 哩黜 ・
閹口● 。 ・ 嘱 ド ・躍r
塵'璽 」e.,・ 」
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京 都 帝 國 大 學 御 用 逹
奪 伊 勢 屋 商 店
店 主 向 藤 兵 街
京 都 市 寺 町 邏 り 三 絛 南 入 ル
儲 ◇糒 鰹 勢 囎 ◇蝦6・25番
ち

















◇電 氛 化 學 器 械
◇特 殊 高級 器 械

















































































































































自然科學 の準展 眼ざま し く,學 界の活躍益 辷盛 んな らん とす る時,苟 も之 に心
を寄 する人kは 自然 科學全般の 不斷 の情勢 を知 るべ き何等か の機 關 を必要 とす る
'であ ら う、。
本 誌は英 のNature,米のScience,佛のRevuegenerale.獨のNatロrwissenschahen
等 と使 命 を同 じうす る もので あつて發刊以來5年 の歳 月を閲 し,茲 に全 く我國唯一
の 一般 自然科學雑 誌 と しての 内容 ・體裁 ・懽威 を具ふ るに到 つた。
學徒諸士 は本誌 に よつて初 めて各 自に必要な る靦 野 を得 られるで あ らう。'

















第6卷 第2號.卷 頭一 寺田愽士を悼む




昂界 農 望一 量子力學に對するEiestein諮の疑義と之に對するBohcの解睨(藤岡由
来)3不透明簑物の干渉像の赤外線寫眞撮彰(柴田.戛)
實 驗 記事一 薪しい歪樵査器(安部段夫)
科 箪難 纂一 千輪 濫:藐代心理學に於ける新情紳物理學の側面的研究(L〕
安倍能成=寺田寅彦薄士(弔詞)
藤漂鮃 墨寺甲寅彦先生
新 刊 喜一 研緲 蘇 衛繕棆討 科學時事.墨 盒及臥 滯息一 鰯5卷蘇 引
登行所 甥 麓 蹙.岩 波 書 店
定 價40錢(郵 挽L5鎮).q窰 簧舌コhL段(33)磐轟0187(4)
4睡三分 モξ2・30,一年 分¥4.50(前金 贋逾 料 共)振 替 口座 鯨26240
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